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(1)　第1900号　2023年３月５日

新
規
採
用
職
員
等
組
織
化
対
策
会
議

組
織
の
拡
大
め
ざ
そ
う

　
県
本
部
は
２
月
　
日
、
新

22

規
採
用
職
員
と
未
加
入
者
の

組
合
加
入
推
進
に
む
け
て
新

規
採
用
職
員
等
組
織
化
対
策

会
議
を
開
き
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
千
歳
委
員
長

は
あ
い
さ
つ
で
「
新
規
採
用

職
員
の
組
合
へ
の
全
員
加
入

を
追
求
し
、
組
織
力
・
交
渉

力
を
強
化
し
職
場
改
善
に
む

け
て
県
本
部
と
単
組
が
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
こ

う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　
続
い
て
生
井
澤
書
記
長
か

ら
、
新
規
採
用
職
員
の
組
合

加
入
に
む
け
た
具
体
的
取
り

組
み
と
し
て
、
３
月
中
の
新

規
採
用
職
員
数
の
把
握
、
組

合
説
明
会
開
催
の
準
備
、
４

月
早
い
時
期
で
の
組
合
歓
迎

チ
ラ
シ
等
を
使
用
し
た
組
合

加
入
呼
び
か
け
の
実
施
を
提

起
し
ま
し
た
。

　
会
計
年
度
任
用
職
員
の
組

合
加
入
に
つ
い
て
も
、
組
合

費
や
規
約
整
備
等
を
行
い
、

勤
勉
手
当
の
支
給
な
ど
常
勤

職
員
と
同
一
の
処
遇
を
め
ざ

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
直

面
す
る
同
じ
職
場
で
働
く
仲
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職
場
改
善
は
要
求
・
交
渉
か
ら

渉
」
と
い
う
４
つ
の
テ
ー
マ

を
設
定
し
、
県
本
部
と
県
支

部
役
員
が
講
師
と
な
り
講
演

し
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
４

つ
の
分
散
会
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
、
各
職
場
の
状
況
報
告

や
課
題
に
つ
い
て
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

　
分
散
会
で
は
、
長
時
間
労

働
や
年
休
未
取
得
な
ど
職
場

の
人
員
不
足
に
起
因
す
る
意

見
が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。

業
務
過
多
や
低
賃
金
を
原
因

と
す
る
離
職
者
増
、
精
神
疾

患
に
よ
る
療
養
休
暇
者
の
増

加
を
不
安
視
す
る
声
も
出
さ

れ
ま
し
た
。

　
一
方
、
離
職
傾
向
に
あ
る

職
場
の
現
状
を
当
局
へ
確
認

さ
せ
る
な
ど
、
職
場
の
課
題

間
の
労
働
条
件
改
善
の
た
め

に
も
、
県
本
部
・
単
組
が
連

携
し
て
組
織
化
に
取
り
組
む

と
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
花
島
副
委
員
長
と

花
岡
自
治
労
共
済
県
支
部
事

務
局
長
が
共
済
推
進
の
具
体

的
進
め
方
を
提
起
し
ま
し

た
。
組
合
説
明
会
の
中
で
の

推
進
ツ
ー
ル
を
活
用
し
た
共

済
制
度
説
明
や
、
説
明
会
で

の
Ｆ
Ａ
Ｑ
、
推
進
活
動
の
前

提
と
な
る
執
行
部
学
習
会
の

実
施
な
ど
、
組
合
加
入
と
団

体
生
命
共
済
の
同
時
加
入
に

む
け
た
取
り
組
み
を
行
い
ま

す
。
　
そ
の
後
は
、
東
海
村
職
と

新
規
採
用
職
員
組
織
化
重
点
支

援
単
組
に
設
定
さ
れ
て
い
る
北

茨
城
市
職
連
合
か
ら
新
規
採
用

職
員
説
明
会
の
取
り
組
み
事
例

報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　
東
海
村
職
の
上
田
書
記
次

長
は
、
当
局
説
明
会
の
昼
休

み
を
使
っ
て
の
組
合
説
明
会
実

施
に
つ
い
て
報
告
。
組
合
側
が

昼
食
を
準
備
し
、
執
行
部
４

役
と
と
も
に
青
年
部
若
手
組

合
員
も
説
明
会
に
入
り
、
組

合
加
入
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と

共
済
や
ろ
う
き
ん
等
の
説
明

な
ど「
見
や
す
く
、
簡
潔
に
」

和
や
か
な
雰
囲
気
を
心
が
け

て
の
加
入
説
明
会
を
行
っ
て
い

る
と
報
告
し
ま
し
た
。

　
北
茨
城
市
職
連
合
の
金
澤

3.21さようなら原発全国集会
日時 2023年３月21日（火・祝）
　　　13：30～
場所 代々木公園B地区・野外ステージ
内容 トークライブ・デモ行進

書
記
長
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で

５
月
の
当
局
説
明
会
内
で

行
っ
て
い
た
組
合
説
明
会
を

前
倒
し
て
４
月
に
実
施
し
、

マ
ン
ツ
ー
マ
ン
に
よ
る
組
合

説
明
と
加
入
届
の
同
時
回
収

な
ど
、
執
行
部
が
県
本
部
役

員
と
と
も
に
新
採
加
入
の
対

応
を
考
案
し
た
取
り
組
み
の

経
過
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
県
内
の
好
事
例
単

組
も
参
考
に
、
新
規
採
用
職

員
の
１
０
０
％
組
合
加
入
、

未
加
入
者
の
組
合
加
入
も
合

わ
せ
、
組
織
拡
大
に
む
け
て

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

資料を用意して歓迎と組合説明を行った
北茨城市職と東海村職が事例紹介
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ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
か
ら
１
年

　
２
月
　
日
で
ロ
シ
ア
の
ウ

24

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
か
ら
１
年
が

経
過
す
る
中
、
さ
よ
う
な
ら

原
発
１
千
万
人
ア
ク
シ
ョ
ン

実
行
委
員
会
と
戦
争
さ
せ
な

い
・
９
条
壊
す
な
！
総
が
か

り
行
動
実
行
委
員
会
は
、　24

日
に
日
比
谷
野
外
音
楽
堂
で

「
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
か
ら
１
年
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に

平
和
を
！
」
と
題
す
る
集
会

を
開
き
ま
し
た
。

　
国
連
高
等
弁
務
官
事
務
所

の
報
告
で
は
、
こ
の
１
年
に

戦
争
で
亡
く
な
っ
た
ウ
ク
ラ

イ
ナ
の
民
間
人
は
、
子
ど
も

４
３
３
人
を
含
む
７
０
３
１

人
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ウ
ク

ラ
イ
ナ
と
ロ
シ
ア
の
兵
士
の

死
傷
者
も
数
え
切
れ
ま
せ

ん
。
ロ
シ
ア
の
核
兵
器
使
用

の
脅
威
も
収
ま
ら
ず
、
原
発

へ
の
攻
撃
や
事
故
に
よ
る
危

険
性
も
続
い
て
い
ま
す
。

　
多
く
の
市
民
や
兵
士
の
犠

牲
が
増
え
続
け
る
こ
の
侵
攻

の
一
刻
も
早
い
停
戦
、
武
力

で
は
な
く
外
交
に
よ
る
問
題

の
解
決
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
集
会
で
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
現
状
や
国
際
支
援
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
原
発
の
現
状
、
岸

田
政
権
の
Ｇ
Ｘ
方
針
と
日
本

の
安
全
保
障
に
つ
い
て
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

　
集
会
後
は
、
ロ
シ
ア
軍
は

即
時
撤
退
を
、 
原
発
に
手

を
出
す
な
、
核
使
用
恫
喝
許

さ
な
い
、
戦
争
と
戦
争
準
備

反
対
な
ど
と
訴
え
な
が
ら
デ

モ
行
進
を
行
い
ま
し
た
。

第
１
回
ユ
ニ
オ
ン
セ
ミ
ナ
ー

期
に
合
わ
せ
、
労
働
組
合
の

基
礎
的
な
活
動
を
学
ぶ
講
座

と
し
て
位
置
づ
け
行
っ
て
い

ま
す
。

組
合
活
動
の
基
礎
学
ぶ

　
セ
ミ
ナ
ー
は
、「
自
治
労

運
動
」
「
じ
ち
ろ
う
共
済
」

「
給
与
制
度
の
仕
組
み
」

「
私
た
ち
の
権
利
と
団
体
交

　
県
本
部
は
、
２
月
　
日
に

25

水
戸
市
の
自
治
労
会
館
と
牛

久
市
の
自
治
労
県
南
会
館
の

２
会
場
を
ウ
ェ
ブ
で
つ
な

ぎ
、
第
１
回
ユ
ニ
オ
ン
セ
ミ

ナ
ー
を
開
き
、
　
単
組
　
人

13

43

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
毎
年
開
催
す
る
こ
の
セ
ミ

ナ
ー
は
、
多
く
の
単
組
の
役

員
が
交
代
を
迎
え
る
こ
の
時

組
合
加
入
推
進
に
む
け
開
い

た
組
織
化
対
策
会
議

平
和
を
求
め
集
会
・
デ
モ

　
単
組
　
人
が
参
加
し
た
第

13

43

1
回
ユ
ニ
オ
ン
セ
ミ
ナ
ー

を
払
拭
す
る
た
め
に
は
組
合

が
要
求
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
り
、
組
合
に
は
働
き

続
け
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
が

求
め
ら
れ
て
い
る
と
の
意
見

も
出
ま
し
た
。

　
要
求
を
し
て
い
く
た
め
に

は
、
日
頃
か
ら
組
合
員
同
士

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

大
切
で
す
。
組
合
役
員
が
時

間
外
に
職
場
を
周
り
組
合
員

か
ら
の
意
見
を
聞
き
、
要
求

書
へ
反
映
さ
せ
て
い
る
と
い

う
単
組
の
報
告
も
あ
り
ま
し

た
。
　
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
組
合

と
の
接
点
を
増
や
し
、
組
合

員
の
実
態
か
ら
具
体
的
要
求

を
追
求
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
「
要
求
な
く
し
て

改
善
な
し
」
と
言
わ
れ
る
よ

う
に
、
組
合
が
要
求
書
を
提

出
し
な
け
れ
ば
職
場
環
境
は

改
善
さ
れ
ま
せ
ん
。
よ
り
良

い
職
場
を
つ
く
る
た
め
に
は

日
々
の
組
合
活
動
が
重
要
で

す
。
さ
ら
に
、
課
題
の
解
決

は
す
ぐ
に
は
実
現
で
き
ず
と

も
「
要
求
―
交
渉
」
の
サ
イ

ク
ル
を
あ
き
ら
め
ず
続
け
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と

実
感
し
た
第
１
回
目
の
セ
ミ

ナ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

ト
ル
コ
・
シ
リ
ア
地
震

取
り
組
み
中
の
「
国
際
連
帯
救
援
カ
ン
パ
」
の
中
か
ら
被
災

者
へ
支
援
し
ま
す
（
県
本
部
集
約
期
限
４
月
３
日
）
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防　災

「
話
し
合
っ
た
」６
割

く
ら
し
と
統
計

衛生医療評議会執行体制
議　　長 山田　公治
 （県職連合・県立中央病院）
副　議　長 大友　晴美
 （北茨城市職連合・北茨城市民病院）
事務局長 柳生　貴史
 （県本部）
幹　　事 浦住　優子
 （北茨城市職連合・北茨城市民病院）
幹　　事 山田　裕之
 （笠間市職・笠間市立病院）
幹　　事 稲見　　栞
 （笠間市職・笠間市立病院）
幹　　事 関　　京子
 （県職連合・県立中央病院）
幹　　事 園原　一恵
 （県職連合・県立中央病院）
幹　　事 塙　　　淳
 （県職連合・こころの医療センター）
幹　　事 庄司　貴光
 （県職連合・こころの医療センター）

衛
生
医
療
評
議
会
総
会

医
療
現
場
の
処
遇
改
善
を

　
県
本
部
衛
生
医
療
評
議
会

は
、
２
月
　
日
に
定
期
総
会

22

を
行
い
、
１
年
間
の
活
動
報

告
と
今
後
の
方
針
と
新
役
員

体
制
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
山
田
議
長
（
県
職
連
合
）

は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
ウ
ェ
ブ

を
活
用
し
最
低
限
の
活
動
は

で
き
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
感

染
症
法
上
の
位
置
づ
け
が
５

類
に
な
る
こ
と
と
な
り
、
今

後
、
新
た
な
課
題
も
多
く
出

て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

が
引
き
続
き
連
携
し
取
り
組

ん
で
い
こ
う
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

　
来
賓
の
千
歳
委
員
長
は
、

コ
ロ
ナ
対
応
な
ど
日
常
か
ら

多
忙
な
業
務
を
行
う
医
療
現

場
の
組
合
員
に
対
し
敬
意
を

表
す
る
と
と
も
に
、
め
ま
ぐ

る
し
く
変
わ
る
情
勢
で
も
処

遇
や
職
場
改
善
の
取
り
組
み

を
呼
び
か
け
、
公
的
医
療
機

関
の
病
床
数
削
減
や
再
編
等

の
政
策
に
職
場
の
意
見
を
反

映
さ
せ
る
た
め
、
４
月
　
日
23

の
統
一
自
治
体
選
挙
で
は
組

織
内
議
員
の
必
勝
を
め
ざ
そ

う
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
園
原
幹
事
（
県
職
連
合
）

か
ら
、
５
回
の
幹
事
会
や
学

習
会
の
開
催
、
本
部
や
連
合

の
各
種
セ
ミ
ナ
ー
参
加
に
つ

い
て
活
動
報
告
を
行
い
ま
し

た
。
　
活
動
方
針
は
、
衛
生
医
療

職
場
の
労
働
条
件
・
環
境
改

善
に
む
け
た
方
針
を
提
案
。

役
員
体
制
で
は
、
引
き
続
き

山
田
議
長
を
先
頭
と
す
る
新

た
な
執
行
体
制
を
提
案
し
、

拍
手
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
　
総
会
後
は
、
医
師
の
働
き

方
改
革
と
し
て
２
０
２
４
年

４
月
か
ら
開
始
さ
れ
る
医
師

の
時
間
外
勤
務
の
上
限
規
制

と
そ
れ
に
伴
っ
た
タ
ス
ク
・

シ
フ
ト
／
シ
ェ
ア
の
概
要
、

看
護
助
手
な
ど
採
用
困
難
な

状
況
、
定
年
年
齢
引
き
上
げ

に
よ
る
医
療
職
場
の
課
題
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

町
村
評
議
会
が
総
会
開
く

統
一
要
求
化
図
る

　
県
内
８
町
村
職
で
つ
く
る

県
本
部
町
村
評
議
会
は
、
２

月
３
日
、
自
治
労
会
館
で
２

０
２
３
年
度
総
会
を
開
き
ま

し
た
。

　
は
じ
め
に
中
川
議
長
（
阿

見
町
職
）
か
ら
、
「
町
村
職

同
士
の
つ
な
が
り
を
意
識

し
、
人
材
確
保
の
た
め
に
も

職
場
課
題
と
賃
金
改
善
に
つ

い
て
春
闘
か
ら
要
求
し
て
い

こ
う
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ

り
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
本
部
町
村
評

主
催
の
賃
金
闘
争
・
組
織
強

化
拡
大
交
流
集
会
へ
の
参
加

や
県
本
部
町
村
職
交
流
集
会

を
開
き
、
町
村
職
の
人
員
不

足
や
賃
金
に
つ
い
て
の
学
習

を
行
い
、
改
善
に
む
け
取
り

組
ん
で
き
た
経
過
な
ど
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

　
活
動
方
針
で
は
、
さ
ら
な

る
町
村
職
の
連
携
の
強
化
と

と
も
に
、
町
村
評
議
会
で
の

統
一
要
求
書
作
成
と
提
出
、

交
渉
の
実
施
に
む
け
た
取
り

組
み
が
提
案
さ
れ
、
全
体
の

拍
手
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
役
員
改
選
で
は
大
子
町
職

の
藤
田
さ
ん
を
新
議
長
に
選

出
す
る
執
行
体
制
を
決
定

し
、
新
年
度
の
活
動
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

駅
悦

詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠

議　　長 藤田　光希 
 （大子町職）
副　議　長 佐藤　洋輔 
 （東海村職）
事務局長 谷田部恵太 
 （県本部）
幹　　事 石井　康之 
 （大洗町職）
幹　　事 瀧田　真史 
 （城里町職）
幹　　事 山崎　祥伸 
 （茨城町職）
幹　　事 立見　典子 
 （阿見町職）
幹　　事 飯島　崇弘 
 （美浦村職）
幹　　事 松岡　　渉 
 （河内町職）

町村評議会執行体制

　
今
年
は
、
死
者
・
行
方

不
明
者
が
約
　
万
５
千
人
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に
及
ん
だ
関
東
大
震
災
か

ら
１
０
０
年
。
防
災
意
識

を
高
め
る
こ
と
が
改
め
て

求
め
ら
れ
ま
す
が
、
内
閣

府
が
先
頃
発
表
し
た
防
災

に
関
す
る
世
論
調
査
（
約

１
８
０
０
人
）
に
よ
る

と
、
自
然
災
害
に
つ
い
て

家
族
や
身
近
な
人
と
話
し

合
っ
た
こ
と
が
あ
る
人
は

６
割
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

　
話
し
合
っ
た
こ
と
が
な

い
と
い
う
人
に
そ
の
理
由

を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
「
話

し
合
う
き
っ
か
け
が
な

か
っ
た
」
が
お
よ
そ
６

割
。「
自
然
災
害
が
起
き

て
も
、
す
ぐ
に
連
絡
が
取

れ
る
と
思
う
」
「
話
し
合

う
時
間
が
な
か
っ
た
」
が

そ
れ
ぞ
れ
２
割
で
し
た
。

　
話
し
合
う
内
容
で
大
切

だ
と
思
う
こ
と
は
、
避
難

場
所
・
避
難
経
路
が
８

割
、
次
い
で
食
料
・
飲
料

水
、
家
族
な
ど
と
の
連
絡

手
段
、
非
常
持
ち
出
し
品

に
つ
い
て
な
ど
が
続
き
ま

す
。
　
東
日
本
大
震
災
が
起
き

た
３
月
　
日
も
間
近
。
こ
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の
機
会
に
ぜ
ひ
防
災
に
つ

い
て
話
し
合
い
、
対
策
を

と
り
た
い
も
の
で
す
。

２
０
２
３
新
春
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド

　　　　当
　選
　者
　決
　定

　
新
年
号
掲
載
の
新
春
ク
ロ

ス
ワ
ー
ド
は
応
募
総
数
５
５

５
通
の
中
か
ら
抽
選
で
次
の

方
々
が
当
選
し
ま
し
た
（
敬

称
略
）。
た
く
さ
ん
の
ご
応

募
、
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
賞
品
の
発
送
は
、
３
月
下

旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

◇
特
別
賞

常
陸
牛
８
千
円
相
当
５
名

上
野
　
　
祐（
北
茨
城
市
職
）

小
谷
松
初
美（
高
萩
市
職
）

鴨
川
　
千
秋（
那
珂
市
職
）

海
老
原
　
健（
取
手
市
職
）

児
玉
　
礼
子（
取
手
市
職
）

◇
県
本
部
賞

ク
オ
カ
ー
ド
千
円
　
名
20

小
川
　
雅
透（
日
立
市
職
）

小
池
　
永
男（
日
立
市
職
）

青
木
美
紀
子（
日
立
市
職
）

檜
山
　
貴
紀（
常
陸
太
田
市
職
）

三
田
寺
祐
子（
那
珂
市
職
）

近
藤
　
麻
里（
水
戸
市
職
）

岡
野
　
潤
司（
水
戸
市
職
）

朝
日
出
祥
一（
龍
ケ
崎
市
職
）

板
橋
　
裕
介（
龍
ケ
崎
市
職
）

池
田
　
昌
弘（
阿
見
町
職
）

武
士
　
和
良（
県
職
連
合
）

石
井
　
千
恵（
県
職
連
合
）

田
中
　
賢
治（
県
職
連
合
）

織
裳
　
幸
子（
県
職
連
合
）

北
村
　
立
実（
県
職
連
合
）

菊
池
志
津
子（
県
職
連
合
）

塩
田
有
美
子（
県
職
連
合
）

矢
吹
　
　
惇（
県
職
連
合
）

根
本
か
お
り（
県
職
連
合
）

磯
野
　
隼
人（
県
職
連
合
）

駅
悦

詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
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